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【正誤表】 

 
書  名：システムズモデリング言語 SysML 

版  数：第1版1刷 

 

ページ 箇所 誤 正 

29 
下6行目 構造的な合成 構造的な構成 

下1行目 
他の要求，設計要素，およびテストケース
と要求との関係 

要求と，他の要求，設計要素，およびテス
トケースとの関係性 

36 18行目 第6章 第Ⅱ部 

41 

下1行目 
応答メッセージ(reply message)のVehicle
（車両） 

返信メッセージ(reply message)vehicle on
（車両オン） 

図3.6 
図説明文 
下1行目 

応答 返信 

42 3.4.8 
見出し 

パワー制御アクティビティ図 パワー制御のアクティビティ図 

59 
図3.17 

図説明文 
1行目 

特性 特性（feature） 

61 下12行目 
拘束されている。 拘束されている。ダイアグラムはこのモデ

ルに対して一つのビューを表している。 

76 下1行目 文章などの飾り テキスト文字列などの飾り 

92 下11行目 矢はインポートされる 先はインポートされる 

95 下8行目 ある要素 あるモデル要素 

113 12行目 ブロックは論理型プロパティ ブロックはブール型プロパティ 

128,129, 
137,148, 
181,220, 

300 

該当箇所 
すべて 

モデリング モデル化 

163 図7.4 
式 

�U = �C𝑖𝑖
T𝑖𝑖� ≤ 𝑛𝑛(√2𝑛𝑛 − 1

𝑛𝑛

𝑖𝑖=1

� �U = � Ci
T𝑖𝑖� ≤ 𝑛𝑛(√2𝑛𝑛 − 1

𝑛𝑛

𝑖𝑖=1

)� 

201 図8.12 
図内記号 

■ □ 
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ページ 箇所 誤 正 

202 
下2行目 論理型の制御用 ブール値の制御値 

下1行目 
2箇所 

論理型 ブール型 

203 

3行目 
2箇所 

値仕様 値規定 

5行目 
下2行目 

論理型の制御用 ブール値の制御値 

213 8.9 
見出し 

アクティビティとブロックおよび振る舞い
などとの関係付け 

アクティビティとブロックおよび振る舞い
との関係付け 

216 8.9.2 
見出し 

ブロックのコンテキストにおけるアクティ
ビティの規定 

ブロックのコンテキスト中のアクティビテ
ィの規定 

217 8行目 
介して値仕様アクションを呼び出してそれ
ぞれの論理値を生成し， 

介して値規定アクションを呼び出してそれ
ぞれのブール値を生成し， 

219 図8.24 
図内文字 

呼び出し 呼び出す 

定義 定義する 

メソッド メソッドを呼び出す 

所有 所有する 

223 下4行目 
曖昧な振る舞いを集めた 曖昧な振る舞い（opaque behavior）を集め

た 

224 下8行目 値仕様アクション 値規定アクション 

239 図9.7 

  

249 図9.14 

  

285,288, 
289,290, 
293,298, 

439 

該当箇所 
すべて 

機能 機能性 

289 下4行目 共通機能を 共通の機能性を 

293 11行目 
精密化 精緻化 

298 下14行目 
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ページ 箇所 誤 正 

306 

表12.2 
サプライヤ
側―要求の

導出 

導出された≪requirement≫ ≪requirement≫を導出 

表12.2 
クライアン
ト側―要求

の導出 

≪requirement≫からの導出 ≪requirement≫から導出された 

309 

図12.7 
図内文字 

Weather Operation All Weather Operation 

図12.8 
図内文字 

S1.1 24/7 Operation S1.1 All Weather Operation 

S1.2 Weather Operation S1.2 24/7 Operation 

318 図12.19 
図内文字 

[precip, T,0] [precip, T>0] 

[precip, T,=0] [precip, T<=0] 

[no precip, T,dewpoint] [no precip, T< dewpoint ] 

379 6行目 (追加) (gm：グラム) 

381 17行目 パラメータ制約の把握と評価 パラメトリック制約の把握と評価 

422 図16.2 
図内文字 

パラメータ パラメトリック 

433 

3行目 売上高 事業上の販売 

4行目 売上高 販売 

5行目 マーケットサイズ 市場規模 

434 図16.8 

  

509,510 該当箇所 
すべて 

実現化システム 有効化システム 

517 図17.2 
図内文字 

プロジェクト管理 
工学解析 
文書生成 

プロジェクトマネジメント 
エンジニアリング解析 
ドキュメント生成 
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ページ 箇所 誤 正 

518 
2,5行目 プロジェクト管理 プロジェクトマネジメント 

9行目 複雑システム SoS 

521,522 該当箇所 
すべて 

文書生成 ドキュメント生成 

523 下6行目 取り組みの管理 取り組みのマネジメント 

523,524, 
533 

該当箇所 
すべて 

プロジェクト管理 プロジェクトマネジメント 

551 

表A.8 
標準ポート
ノード― 
説明 

下3行目 

サービスがブロックによって サービスが他のブロックによって 

558 

表A.15 
生存線ノー
ド―説明 
1行目 

相互作用が所有する 相互作用を所有する 

576 中段2行目 opaque behavior    136 opaque behavior    136,233 

578 左段下 
12行目 

応答メッセージ  41 (削除) 

579 中段下 
25行目 

――化システム  509 (削除) 

580 右段5行目 ドキュメント生成ツール  518 ドキュメント生成ツール  518，521 

581 
右段1行目 文書生成ツール  521 (削除) 

右段15行目 返信メッセージ  236 返信メッセージ  41,236 

582 左段下 
13行目 

有効化      202 有効化      202 
――システム   509 


